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１．地域ケア会議との連携



大東市地域ケア会議は、①～⑥の会議体がネットワークとして機能することにより、フォーマル、インフォーマル含
めた取り組み等を生み出し、地域で問題となっている原因の緩和・解消を目指すシステムとして運用。

また、地域ケア会議は単体で機能しているのではなく、⑦～⑪の関連する会議体等とも連携し、相互に作用する
体制で運用。

大東市地域ケア会議の全体像



会議体名称 内容

課長級会議(図①)
③の会議で検討した課題に対する解決策の承認や実行に向けた検討・決定を行う。他協
議体、地域のネットワークに関する報告も実施。年１回開催。

運営委員会(図②)
２カ月１回開催。高齢・障害・母子・CSW・社協等の各分野の支援機関等が参加。図③～⑥
の会議体に関する報告・共有を行い、運営について検討を行う。

実務担当者部会(図③)
月に１回開催。各分野の支援機関や企業、NPO法人等が参加。図③、④、⑤、⑥等から抽
出された地域の問題における原因の緩和・解消を目的とした取組みの検討及び情報共
有・支援機関のネットワークづくりを行う。

自立支援ケア会議(訪問型・集合型)
(図④)

介護支援専門員の自立支援に資するケアマネジメント技術の向上を目的に、地域包括支
援センターの主任介護支援専門員・リハビリ専門職が、介護支援専門員の担当する１プラ
ンにつき２回の訪問を通じてアドバイスを行う「訪問型」と、市域の介護支援専門員を対象
に年２回開催する「集合型」がある。

小地域ケア会議(図⑤)
市域の細分化された50以上の地域で１カ月～３カ月に１回程度開催。民生委員・福祉委
員・自治会長・区長・ＣＳＷ等が参加し、個人単位の課題から地域全体の課題、資源等につ
いて幅広く協議を行う。

ネットワーク全体会議 (図⑥)
年に１回、民生委員・福祉委員・自治会・地域住民等を対象にした全体会議を開催し、市域
で共通する課題や対策等について共有を行う。

参考：大東市地域ケア会議の概要



地域ケア会議を通じて把握された地域の問題を共有

・独居高齢者の増加 ・孤独死 ・消費者被害や詐欺被害

・近所に相談できる人がいない ・自治会加入世帯の減少 など
見守り

・認知症当事者が参加できる通いの場が少ない ・体操会場以外の通いの場がわからない

・世代を超えての交流の減少 ・徒歩圏内で通える場や活動が少ない地域がある など

・空き家の増加 ・災害時の役割分担が不明瞭 ・病院に付き添ってもらえる人がいない

・タクシーの利用料金が高く、経済的負担が大きい ・交通手段の地域差 など

通いの場

生活

情報

・高齢者のスマホ所持率は高いが使い方がわからない高齢者が多い

・情報不足や地域住民とのつながりがなく介護者も孤独

・困りごとがあっても何もどこに聞いていいか判断できない など



地域問題を解消・緩和していくために

住民

地域活動団体

民間企業

自治体

ボランティア

自治会

デジタル

つながる
(協働による多様な効果)

支援機関

医療機関

NPO

～地域ケア会議や協議体で共有しているイメージ～



２．協議体の取組み



生活支援コーディネーターが各段階においてサポート！

協議体における取組み立案に関する基本的な流れ

①：地域の問題・ニーズの把握(地域ケア会議より)

②：問題解決・ニーズ充足のために企業ができることを探る(課題)

（既存サービスの提供・場の提供・知識や情報の共有（講演等））

③：生活支援サービスの企画（地域課題・ニーズ×企業サービス）

④：生活支援サービスの実施

自社のサービス 他社のサービス

地域資源 自社のサービス

地域課題（ニーズ） 自社のサービス



高齢者の生活支援に関する協議体 in大東市

 大東市内外で活躍する60以上の企業/団体/
個人事業主が集まり、高齢者の生活支援に関す
る地域課題の解決策について考える。

 模造紙にそれぞれの課題を大分類/小分類
に分け、その課題について「できること」
「あったらいいな」をそれぞれ付箋に書き、
貼っていく。



 その後、グループワークとして課題についてディ
スカッションしながらビジネスマッチングをしてい
きました。グループワーク終了後は各グループ発
表。そこで出た解決策を発表します。

協議体開催後も企業間の連携は継続



①地域貢献による企業イメージの向上

②地域とのつながりの構築、集客

③市広報や様々な協議体等での広報のサポートあり

④地域のニーズを把握でき、自社サービスに還元できる など

参加企業のメリット



３. 協議体や地域ケア会議との連携で生まれた取組み

(1)スマイルウォーク！ダイトウ！
(2)スマイルベンチプロジェクト
(3)通いの場マップ
(4)協議体の企業間連携①
(5)協議体の企業間連携②



スマイルウォーク！ダイトウ！

コスパの指導員からの歩き
方教室後に、コスパが入る
オペラパーク管内のコース
をウォーキング



地 域 ケ ア 会 議 を 通 じ た 住 み や す い ま ち づ く り

「通いの場の活用と創設」を目的としたワーキンググループ

・外出や他者と関わる機会の減少等が、身体・精神面が虚弱化していく
悪循環の起点となるため、高齢者の外出・社会参加を高めることに着目。

・大東市には様々な通いの場がある。その活用を高める仕掛けを検討。



スマイルベンチプロジェクト



16

現在Google
マイマップにて
ベンチ情報を
追加中です！

ぜひご覧ください♪



協議体会議

では
ベンチマップ
のように

「通いの場マップ」
があったら
いいのでは

高齢者には
アナログ媒体も
必要！印刷して

見れるようにして
あげた方がいい

印刷したものは
施設のほかに
病院・薬局など

高齢者が立ち寄る
場所に置くのも

雰囲気がわかる
写真が入って
いると行き
やすいかな



という
ことで…

早速作成

いたしました 通いの場ＭＡＰ









協議体企業間の連携事例①：デジタルディバイド解消

地域つながりサポート

藤本産業株式会社さん主催のグランドゴルフ大会終了後にスマホ相談
会を実施

ニコニコキッチン大東店

藤本産業株式会社

スマホ講座開催後にニコニコキッチン大東店
が試食会を開催

アカカベ

スマホ講座の一環で、アカカベのアプリの利用方法(アカウント・クーポンの取
得など)についてサポートを実施。他に健康体操や、お弁当つきの講座など
セットで開催。

(スマホ等の講師を実施)



協議体企業間の連携②：通いの場と介護予防

大東市地域包括支援センター 大東夢づくりコミュニティ
(地域づくりに関して多岐に取組むNPO法人)

毎週木曜10：30～11：30にを大東夢づくりコミュニティ（おしゃスタ）で介護予防に効果的な
大東元気出まっせ体操を実施。
イベント内でTomoko氏によるハープ演奏会や体験会も。



野崎徳洲会メディカルフィットネスAwai 訪問美容師カジマリ

Awaiにて『頑張らないヨガとパン作り×ネイル＆ハンド
ケア』を開催。カジマリがハンドマッサージやワンカラ―
ネイルのサービスを提供。

協議体企業間の連携③：多様な趣味活動

(医学的サポートのあるフィットネスジム)



彦根市における
住民参画・官民連携事業について

令和８年２月１０日（火）

地域づくり加速化事業ブロック別研修

社会福祉法人彦根市社会福祉協議会

地域支援課 野瀬純一



本日の内容 ≫≫≫

◆住民参画・官民連携推進事業を進めてきた経緯

◆彦根市における住民参画・官民連携推進事業の概要

１．平時における安否確認

２．移動外出支援

３．住民同士の助け合い・支え合い



彦根市社協の体制

彦根市社協事務局は

◆総務課

◆在宅介護課

◆相談支援課

◆地域支援課

の４課で構成

生活支援体制整備事業

は地域支援課が受託

＜参考＞



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

●生活支援（暮らしのちょっとした困りごと解決）

にかかる検討会議の開催（年4回）

【委員構成団体】

住民互助による生活支援団体、シルバー人材センター、

生活協同組合、市内学生による起業団体、地域包括C、

第2層推進員、市高齢福祉推進課



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

●生活支援（暮らしのちょっとした困りごと解決）

にかかる検討会議にて

１）実態調査（アンケート）の実施

→ 市内各学区域における生活支援ニーズの現状と

今後の見通しを一覧化（＝ 地域×包括×社協）



地域包括支援センター調査分／個別の相談支援において

赤色：非常に多い
黄色：多い
緑色：少ない
青色：わからない

生活支援（暮らしのちょっと困りごと解決）の
課題やニーズ



地域包括支援センター調査分／５年後・１０年後の見通し

赤色：非常に深刻化
無色：現在とほぼ変わらない
緑色：改善のきざしがある
青色：不明

生活支援（暮らしのちょっと困りごと解決）の
課題やニーズ



第２層地域支え合い推進員調査分／地域での会議等において

赤色：かなり出ている
黄色：まあまあ出ている
緑色：ほとんどない
青色：わからない

生活支援（暮らしのちょっと困りごと解決）の
課題やニーズ



第２層地域支え合い推進員調査分／５年後・１０年後の見通し

生活支援（暮らしのちょっと困りごと解決）の
課題やニーズ

赤色：非常に深刻化
無色：現在とほぼ変わらない
緑色：改善のきざしがある
青色：不明



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

●生活支援（暮らしのちょっとした困りごと解決）

にかかる検討会議にて

２）取組や事業のモデル実践＆実証

・生活支援サービスの住民向け

出前講座の開催

（＝ コープしが×自治会）



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

●生活支援（暮らしのちょっとした困りごと解決）

にかかる検討会議にて

２）取組や事業のモデル実践＆実証

・困りごとのマッチングアプリ開発に向けた協議

（＝ 滋賀県立大学生×社協）



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

●生活支援（暮らしのちょっとした困りごと解決）

にかかる検討会議にて

２）取組や事業のモデル実践＆実証

・困りごとのある人とサービスをつなぐ仕組みの検討

（＝ 包括×シルバー人材センター×社協）



◆住民参画・官民連携を進めてきた経緯

住みよいまちづくりを進めるうえで

優先的に取り組む「3つの検討課題」を抽出

１．平時における安否確認

２．移動外出支援

３．住民同士の助け合い・支え合い

⇒ これらにかかる取組を進めていくこととなる



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

１．「平時における安否確認」にかかる取組
地域と専門職による見守りのしくみの構築を進める

（＝ 民児協×包括×ケアマネ事業所×社協×市）

⇒ モデル学区での「ひこね見守り台帳ネットワーク」

の取組実施



ひこね見守りネットワーク台帳は、在宅で生活する高齢者等が、地域で安心して生活を続

けるため、地域の民生委員やケアマネ等の支援事業所、地域包括支援センター、見守りネッ

トワーク登録事業所などの支援者・機関が連携して、必要な見守りや援助を行う「ネットワー

クを活用した見守り・支援」のためのネットワークです。

ひ こ ね 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク 台 帳

《登録の流れ》

●高齢者の総合相談窓
口

地域包括支援センター

●身近な相談窓口
●専門機関とのつなぎ
役

民生委員・児童委員

●福祉サービスを必要
と
する人の定期訪問

支援事業所
（ケアマネジャーなど）

●ながら見守り活動と
早期発

見
●専門機関とのつなぎ
役

見守りネットワーク
登録事業所

状況確認・支
援

見守
り

見守
り

●ネットワークによる見守りのしくみづくり

見守
り

ネットワークを活用した
見守り・支援

～地域での見守 り ネ ッ ト ワー クのために～

ネットワーク台帳
の登録案内・記

入

ネットワーク台帳
基本情報の登録

登録者の
基本情報の共有

日常的な見守り

彦根市

●助け合い・支え合い
活動のコーディネー

ト
●見守り会議の

開催サポー
ト 彦根市社会福祉協議会

地域支え合い推進員



ひこね見守りネットワーク台帳

登 録 の お 願 い

ひこね見守りネットワーク台帳は・・・

あなたを、日常的に見守り、緊急時での助け合いのために、必要な
情報を登録していただくものです。

登録対象となる方は・・・

７０歳以上の方や障がいをお持ちの方ですが、それ以外の方でも継
続的な見守りを必要とされる方は登録できます。

記録内容の控えは・・・

民生委員、支援事業所（ケアマネ）、地域包括支援センター、見守り

ネットワーク登録事業所、彦根市社会福祉協議会が保持し、個人情
報として厳重に管理します。

もしもの時は・・・

緊急時に対応する事案が生じた時は、登録
されている緊急連絡先等に連絡することがあ
ります。

特に重要な事項は、緊急連絡先です。
いざという時のために、必ずご記入をお願いします。

〈お問合せ先〉 社会福祉法人彦根市社会福祉協議会

担当 山本・平野・森 電話番号 ０７４９－２２－２８２１

～ネットワーク台帳への登録は、地域での助け合いのきっかけづくりです～



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

２．移動外出支援にかかる取組
学区域での「助け合い・支え合いフォーラム」開催

（＝ 地域×NPO×活動団体）

→ 市域での「助け合い活動者交流会」開催へ

（＝ 活動団体×NPO×社協）



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

２．移動外出支援にかかる取組
送迎ボランティア養成講座・安全運転講習の開催

※地域における送迎支援の担い手の発掘＆養成

（＝ 関西STS連絡会×地域×活動団体×社協）



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

２．移動外出支援にかかる取組
送迎ボランティア養成講座・安全運転講習の開催

※R7は滋賀日産自動車㈱・東京海上日動を講師役に

実施した

（＝ 企業×地域×活動団体×社協）



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

２．移動外出支援にかかる取組
社会福祉法人の人材・車両を活用した

「彦根おでかけサポート事業（仮）」の検討・実施

（＝ 法人×地域×社協）

※R５：一部地区でモデル的に開始

R7:別の地区でもモデル的に開始



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

３．住民同士の助け合い・支え合いにかかる取組

住民互助による生活支援の取組のネットワーク構築

活動一覧を作成、包括やケアマネと情報を共有

（＝ 包括×ケアマネ×社協）

助け合い活動ネットワークおたすけ“ひこねっと”発足

（＝ 活動団体×社協）



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

３．住民同士の助け合い・支え合いにかかる取組

助け合い活動ネットワークおたすけ“ひこねっと”

R7：「担い手づくり」をキーワードに３つのテーマが出る

⇒ ①現役世代（60歳以下）への働きかけ

②地域ではたらく仕組みを考える

③ひこねっとから魅力発信



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

３．住民同士の助け合い・支え合いにかかる取組

R7おたすけ“ひこねっと”の活動

「地域ではたらく仕組みを考える」一環として

9/3「地域で『はたらく』を考える基礎講座」開催

→ さまざまな「はたらく」形への広がりへ



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

３．住民同士の助け合い・支え合いにかかる取組

R7おたすけ“ひこねっと”の活動

魅力発信のために…「ひこねっと通信」発行へ

（＝ 地域×市民団体×社協）

→ 興味関心を引けるよう市民目線で発信



◆彦根市における住民参画・官民連携事業

③住民同士の助け合い・支え合いにかかる取組

既存の社会資源の可視化と情報の信頼性の向上

⇒ 民間サービスや住民互助活動を含む「家事支援」

「移動支援」「生活支援」等にかかるサービスの

情報を収集・整理（「暮らしのおたすけ情報誌」）

（＝ 民間サービス事業者×活動団体×社協×市）
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